
平成 30 年度 環境教育実施報告 

■はじめに 

  当センターは、未来を担う小中学生を対象として公共用水域の水質に着目した

体験型の環境学習を企画し、環境マナーのこころを育てることを目的とする環境

教育を立案し、平成 18年度より毎年実施している。 

 本年度は 7月 31日に加古川市、8月 7日に洲本市において環境教育として実施

した河川での水質調査の結果について報告する。 

 なお、本事業は、(一社)全国浄化槽団体連合会の水環境保全助成事業の一部補

助を受けて実施している。  

 

■測定する項目及びその目的 

測定項目 測定目的 使用機器 

気温 環境の基本データであり、水質にも影響する 立てかけ気温計 

水温 異質な水の流入を探る 二次的な生物への影響を考える 棒状温度計 

透視度 
河川の濁り程度を知る 濁りは生活排水の存在、水中生物の繁殖に

深く関係する 
1m透視度計 

ｐＨ 異質な水の流入の確認と藻類等による炭酸同化作用の程度を調べる パックテスト 

アンモニウム態窒素 生活排水の流入の程度を調べる パックテスト 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量）  生活排水の流入の程度を調べる パックテスト 

流量 
河川の断面積と平均流量の積から流量を計算する 

（3点測定の簡易方法でおこなう JISK0094に準拠） 

ボール、巻尺、ストッ

プウォッチ、竹製スケ

ール 

電気伝導率 不純物の混入の程度を調べる 簡易電気伝導率計 

水生生物 指標生物による水質判定 アミ、ルーペ 

 

＜環境教育（加古川市）実施内容＞ 

 ○実施日     平成 30年 7月 31日（火） 

 ○参加メンバー  加古川市立両荘中学校生徒及び教師 

         （生徒 10 名、教師 1 名） 

         兵庫県水質保全センター事務局 

○対象流域と河川名 

 

 

 ○調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○考察 

測定項目 考 察 

気温・水温 気温は両河川共に 30℃を超え、曇川下流では 36℃を記録した。また、曇川では水温も 30℃を記録した。 

流量 
平成 29 年度は、雨の影響で曇川が増水して流量が多くなっていたが、今年度も、台風の影響により曇

川の上流下流で流量が多くなっていた。小川上流では非常に少なく、水が滞留していた。 

透視度 
両河川とも上流、下流の間に大きな差がみられなかった。小川では流れが緩やかで土砂等の巻きあがり

がなかったと思われる。曇川では流量が多く、濁流となっていたため透視度も低くなった。 

流 域 河川名 生活排水処理の形態 

加古川市上荘町薬栗付近 小川 浄化槽・汲み取り混在 

加古川市神野町福留付近 曇川 下水道・浄化槽・汲み取り混在 

測定項目 単位 
小川 曇川 

上流 下流 上流 下流 

天候  晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 

気温 ℃ 33.5 31.0 34.0 36.0 

水温 ℃ 28.0 29.0 30.5 30.0 

流量 ㎥ 2115 7709 52741 52273 

透視度 度 100 92.5 28 37 

電気伝導率 μS/cm 146.5 172.5 73.5 152 

pH - 7.8 7.4 7.8 7.8 

COD mg/L >8 >8 >8 >8 

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素 mg/L 0.2 0.2 0.2 0.2 

水生生物 - ﾀﾆｼ･ｽｼﾞｴﾋﾞ ﾐｽﾞﾑｼ･ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ 

ミニチュアモデルを用いたオリエンテーション 

流量計算のための水深測定 



電気伝導率 
電気伝導率は、水中に溶けている目に見えないものの濃度を示している。両河川とも 150 前後で、曇川

の上流下流では 2 倍近い差があった。 

pH 両河川とも、環境基準である 6.5～8.5 の範囲内で、環境負荷の小さい中性であった。 

COD CODは今年度は全ての測定箇所で測定上限値（8㎎/L）を超え、全体的に COD値が高かった。 

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素 
アンモニウム態窒素は、全ての測定地点で測定下限値（0.2 ㎎/L）となり、し尿流入による汚染は少な

いと思われる。 

水生生物 
小川では指標生物を見つけられなかったが、小さなエビ類などが多く生息していた。曇川では「きたな

い水」に生息するミズムシやシマイシビルを見つけることができた。 

 ○まとめ 

加古川市内を流れる 2 つの河川（小川・曇川）の水質調査を行った。昨年に続き小

川上流では流量が少なく、水が滞留していた。流量が少ないと、川へ流入する生活排

水などの影響で水質悪化の危険が高まる。 

全ての観測地点で COD が 8 ㎎/L 以上となり、夏場で水温も高くなっていた。水温

が高いと水に溶けている酸素が減り、COD が高いと水に溶けている有機物などが微生

物により分解される時に酸素が消費されるため、水生生物に影響を与えることがある。 

今年度の結果からは、特段の汚染が進行している状況ではないと思われる。河川な

どの水は地球の中で循環し、私たちの生活に深く関わっている。今回の体験をきっか

けに、どうしたら水質を良好に保ち、魚などの水生生物が生息しやすい河川にできる

か考えていただければ幸いである。 

 
○感想文（原文抜粋） 

●普段川にはあまり興味がないけど、いろいろな測定をしたりしてすごくおもしろか

ったです。私たちが生活して使っている水が川などに影響を与えていると知って、

料理などをするときはもっと油の量など考えたいなと思いました。今回いろんな場

所で測定して、それぞれ結果がちがっていて、もっと他の場所も調べてみたいなと

思いました。生物もたくさんいたけど、そんなにつかまえられなかったから、もっ

といろいろな生物を見つけてみたいです。見た目じゃ分かりにくくても、生物で水

のきれいさを知ることができるから分かりやすいなと思いました。測定するときは、

知らない道具ばっかりで使いなれなかったけど、教えてもらってやったらすごく楽

しかったです。曇や雨の日など、今日とはちがう条件の日にも調べてみたいなと思

いました。 

 

●私は今日、水質検査を初めてやって楽しかったことは水生生物による水質判定です。

ほとんどがエビやアメンボだったけど途中で魚やヒルなどをつかまえるととってもテ

ンションが上がりました。小川でシマイシビルを校長先生が見つけていてきれいな水

の生き物なんだろうと思っていたら汚いところにいる生き物で、その川に自分が入っ

ていたのでびっくりしました。次に楽しかったことはパックテストです。私は理科の

実験とかでリトマス紙とか色が変化する系が好きなのでパックテストは非常に興味が

ありました。アンモニウム態窒素に５分、CODに 4分、pHに 20秒と時間がかかる作業

でしたがジーッと待っていると色が変わっていく様子を見てとても楽しかったです。

ボール・タイマー係は少し不安があったけど、やっていくとだんだん「早く次やりた

い!」という気持ちがこみ上げてきました。私は水質検査ってあまり楽しくなさそうと

思っていたけどやっていくうちに楽しくなっていき水質検査に参加してよかったと思

っています。 

 

＜環境教育（洲本市）実施内容＞ 

 ○実施日     平成 30年 8月 7日（火） 

 ○参加メンバー  洲本市立青雲中学校生徒及び教師 

         （生徒 16 名、教師 3 名） 

         兵庫県水質保全センター事務局 

 

○対象流域と河川名 

 

 

 

 

○調査結果 

流 域 河川名 生活排水処理の形態 

洲本市大野付近 白馬水路 浄化槽（単独・合併）・汲み取り地区 

洲本市五色町鮎原西付近 都志川 浄化槽（主に合併） 

測定項目 単位 
白馬水路 都志川 

上流 下流 下流 

天候  晴れ 晴れ 晴れ 

気温 ℃ 31.4 33 31 

水温 ℃ 28.3 26.8 30.2 

流量 ㎥ 3665 2371 14233 

透視度 度 53.8 86 100 

電気伝導率 μS/cm 96 116.5 110 

パックテストを用いた測定 

データのまとめと結果発表 

水生生物の捕獲 



 

 

 

 

 

○考察 

測定項目 考 察 

気温・水温 
気温はすべての観測地点で 30℃を超え、白馬水路下流では 33℃と暑い日であった。水温は都志川で

30℃を超え、気温に近い温度であった。日射や温排水などの影響が考えられる。 

流量 
今年度は、白馬水路では水が少量で流れもゆるやかだったため、流量が少なかった。都志川では、白

馬水路より川幅が広く流れが速かったため、流量に大きな差があった。 

透視度 
白馬水路では透視度が低く水がにごっていた。藻が多く細かなチリやプランクトンなどが多かったと

考えられる。都志川では水が澄んでいて透視度も高かった。 

電気伝導率 
白馬水路では上流から下流にかけて上昇していて、生活排水などの影響が考えられる。都志川では 110

μS/cmで、一般的な河川の電気伝導率（200～400μS/cm）より小さかった。 

pH 

白馬水路では河川の環境基準（6.5～8.5）の範囲内で、環境負荷の小さい中性であった。都志川では

測定上限に 8.0 を超え、環境基準を上回る可能性がある。例年と同様、白馬水路より都志川の方が pH

が高くアリカリ性であった。 

COD COD は今年度は全ての測定場所で測定上限値（8 ㎎/L）を超え、全体的に COD 値が高かった。 

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素 
アンモニウム態窒素は、全ての測定場所で測定下限値（0.2 ㎎/L）となり、し尿流入による汚染は少

ないと思われる。 

水生生物 
白馬水路では指標生物を見つけることができなかったが、都志川では、「きれいな水」にすむサワガ

ニ、ヨコエビ、「ややきれいな水」にすむカワニナを見つけることができた。 

  
○まとめ 

洲本市内を流れる 2 つの小河川（白馬水路・都志川）の水質調査を行った。白馬水

路では流量が少なく、流量が少ないと川へ流入する生活排水などの影響で水質悪化の

危険が高まる。 

全ての観測地点で COD が 8mg/L 以上となり、夏場で水温も高くなっていた。COD

が高いと水生生物に影響を与えることがある。 

白馬水路では透視度と電気伝導率の両方が低かった。目に見えるにごりが多く水中

に溶けているものが少ないので、下流や都志川より有機物による汚染が多いと考えら

れる。 

今年度の結果からは、特段の汚染が進行している状況ではないと思われる。河川な

どの水は地球の中で循環し、私たちの生活に深く関わっている。今回の体験をきっか

けに、どうしたら水質を良好に保ち、魚などの水生生物が生息しやすい河川にできる

か考えていただければ幸いである。 
 

○感想文（原文抜粋） 

●今日の水質調査に参加して、本当にたくさんのことを学べました。私は、夏休みの

自由研究に困っていたのでこの水質調査に参加することにしたのですが、思っていた

よりも専門的でくわしい説明を聞いたり見たことのない機械を使えたりできて、とて

も良い経験になりました。実際に川に行ってみて汚い水が川に流れ込み生き物が生活

するのがむずかしい状況になっていることがよく分かったし、もっと合併処理浄化槽

の普及率を上げて生き物が生活しやすいきれいな川を目指していくことが大切なん

だと思いました。そして家に帰ったらマンホールがあるか確認してみたいと思います。

知らなかったことがたくさん知れたり、みんなで協力して結果を出すのはすごく楽し

かったし自分にとって充実した一日になりました。 

 

●私は今回参加してみて、水に色々なしくみがあることを知りました。地球上にある

水を集めると意外に小さかったです。人は一日に 200L も水を使っていることにすご

くおどろきました。単独処理浄化槽より合併処理浄化槽の方がよごれが少ない水にな

ることを学びました。兵庫県は生活排水処理率が意外にも 2 位でビックリしました。

でも洲本市は生活排水処理率が 67.7％で少し残念です。川を調べるのはとても楽し

くて、たくさんのことを学びました。気温はどこもだいたい同じくらいだったけど、

その他の結果は全然違っていました。全部川なのに場所が少し違うだけでこんなに違

うことが分かりました。上流と下流でも違うし、右側、中央、左側で違うことを知り

ました。今日学んだことを自由研究にわかりやすくまとめたいです。今日はたくさん

のことを学ぶことができ楽しむことができてよかったです。 

 

 

      

pH - 7.0 7.0 >8 

COD mg/L >8 >8 >8 

ｱﾝﾓﾆｳﾑ態窒素 mg/L 0.2 0.2 0.2 

水生生物 - - - ｻﾜｶﾞﾆ・ﾖｺｴﾋﾞ・ｶﾜﾆﾅ 

白馬水路上流で採水 

ボールを使って流速測定 

水生生物の捕獲 


